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平成 28 年 10 月 31 日 

株 式 会 社 中 電 工  

 

平成 29 年 3 月期 第 2 四半期決算について 

 

１．業績概要 

 

当第 2四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などにより、景気は緩や

かな回復基調が続く一方、企業収益は高い水準にあるものの改善に足踏みがみられました。 
建設業界におきましては、公共投資・民間設備投資とも底堅い動きが続き、受注環境はおおむ

ね堅調に推移しました。 
このような状況のもと、当社グループにおきましては、営業・工事の各部門が一体となってリ

ニューアル工事の提案営業など積極的な営業活動を展開したことや前年度からの繰越工事が順

調に進捗したこと及び電柱建替等の配電線工事の増加などにより、売上高につきましては、前年

同期を上回りました。 
営業利益につきましては、売上高の増加に伴い売上総利益は増加したものの、販管費の増加に

より前年同期を下回りました。 
経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、営業利益の減少及び前年同

期に計上した投資有価証券償還益がなかったことなどにより前年同期を下回りました。 
この結果、当第 2四半期累計期間の業績は、次のとおりとなりました。 

 
連結経営成績                   （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 

前第 2四半期

連結累計期間

(27.4.1～  

  27.9.30)

当第 2四半期

連結累計期間

(28.4.1～  

  28.9.30)

増減額 
増減率 

（％） 

売 上 高 61,637 64,624 2,987 4.8

営 業 利 益 4,004 3,663 △340 △8.5

経 常 利 益 6,790 4,671 △2,119 △31.2

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
5,597 3,073 △2,524 △45.1

 

個別経営成績                   （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 

前第 2四半期

累計期間 

(27.4.1～  

  27.9.30)

当第 2四半期

累計期間 

(28.4.1～  

  28.9.30)

増減額 
増減率 

（％） 

売 上 高 56,494 58,868 2,374 4.2

営 業 利 益 3,712 3,371 △341 △9.2

経 常 利 益 6,548 4,410 △2,138 △32.7

四 半 期 純 利 益 5,536 2,974 △2,561 △46.3
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２．事業の状況（個別） 

個別の部門別、得意先別の売上高は下表のとおりです。 

（１）部門別 売上高 （単位：百万円…未満切捨） 

区  分 
前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間 

増減額 
増減率 

（％） (27.4.1～ 
27.9.30) 

構成比 
（％） 

(28.4.1～ 
28.9.30)

構成比 
（％） 

屋内電気工事 28,633 50.7 29,584 50.3 951 3.3

空 調 管 工 事 9,235 16.3 8,993 15.3 △241 △2.6

情報通信工事 1,850 3.3 2,327 3.9 477 25.8

配 電 線 工 事 15,085 26.7 15,939 27.1 854 5.7

発送変電工事 1,690 3.0 2,022 3.4 332 19.7

合 計 56,494 100.0 58,868 100.0 2,374 4.2
 

（２）得意先別 売上高                          （単位：百万円…未満切捨） 

区  分 
前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間 

増減額 
増減率 

（％） (27.4.1～ 
27.9.30) 

構成比 
（％） 

(28.4.1～ 
28.9.30)

構成比 
（％） 

中 国 電 力 ㈱ 17,715 31.4 18,666 31.7 951 5.4 

一 般 得 意 先 38,779 68.6 40.201 68.3 1,422 3.7 

合 計 56,494 100.0 58,868 100.0 2,374 4.2 
 
３．通期の業績予想 

今後の経済見通しにつきましては、雇用・所得環境の改善傾向が続く中で、各種政策の効果も

あって、国内景気は緩やかな回復を続けていくことが期待されます。一方、中国を始めとする新

興国等の景気の下振れ、英国のＥＵ離脱問題に伴う先行き不透明感、金融市場の動向などにより

景気が下押しされるリスクがあります。 
このような状況のもと、当社グループは、引き続きリニューアル工事等の提案営業を強化する

とともに、中国地域における営業基盤の強化、都市圏の事業拡大及び成長戦略による事業拡大を

推進し、受注の確保・拡大を図ってまいります。 
また、太陽光発電設備工事の減少や都市圏の事業拡大などによる受注競争の激化に伴う利益率

の低下が想定される中、当社グループ全体で原価管理の徹底や、業務の効率化・最適化を図り、

利益の確保に取り組んでまいります。 
なお、通期の業績予想につきましては、当第 2四半期連結累計期間の業績や今後の事業環境な

どを踏まえ、平成 28 年 7 月 27 日の公表値から修正いたします。詳細につきましては、本日公表

します「平成 29 年 3 月期 第 2四半期決算短信」をご参照ください。 
 
（１）通期連結業績予想 （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 28 年 3 月期
実績 

29 年 3 月期
予想 

増減額 増減率 
（％） 

(参考) 
前回予想

売 上 高 147,752 151,000 3,247 2.2 148,000

営 業 利 益 10,977 9,300 △1,677 △15.3 9,300

経 常 利 益 14,804 11,600 △3,204 △21.6 11,600

親 会 社 株 主 に 帰 属 

す る 当 期 純 利 益 
10,889 7,700 △3,189 △29.3 7,700

 
（２）通期個別業績予想 （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 
28 年 3 月期

実績 
29 年 3 月期

予想 
増減額 

増減率 
（％） 

(参考) 
前回予想

売 上 高 134,345 137,000 2,654 2.0 135,000

営 業 利 益 9,852 8,500 △1,352 △13.7 8,500

経 常 利 益 13,727 10,800 △2,927 △21.3 10,800

当 期 純 利 益 10,463 7,300 △3,163 △30.2 7,300

以  上 


